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豊洲新市場土壌汚染対策工事・施工概要 

■ 全体概要 

1、工事概要 
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豊洲新市場土壌汚染対策工事・施工概要 

■ 全体概要 

2、施工フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮設土壌処理プラント 
地下水処理プラント 

全体平面図 

A.P.＋6.5m

ガス工場
操業時の地盤

砕石層の設置
（毛細管現象防止）

観測井戸

A.P.＋2.0m

日常維持する水位
A.P.＋1.8m

浄化・放流
地下水の管理

（水質・水位）

A.P.＋6.5m

ガス工場
操業時の地盤

砕石層の設置
（毛細管現象防止）

観測井戸

A.P.＋2.0m

日常維持する水位
A.P.＋1.8m

浄化・放流
地下水の管理

（水質・水位）

  対策イメージ図 
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豊洲新市場土壌汚染対策工事・施工概要 

■ 全体概要 

3、施工手順 
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●遮水壁設置
●仮設土壌処理プラント設置
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●液状化対策
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豊洲新市場土壌汚染対策工事・施工概要 

1. 遮水壁設置（鋼管矢板） 

1、鋼管矢板 

(1) 工法概要 

遮水壁のうち道路側については、ゆりかもめや道路に影響を与えない様、剛性が高い鋼管矢板（φ800）を施

工する。鋼管矢板は汚染土壌の掘削下端及び不透水層上端を考慮して十分な深度まで設置する。また継手に

ついては鋼管矢板全長に渡って施工し、工法は止水性が高く採用実績の豊富な工法を選定することにより遮水

性能を確保する。       

(2) 遮水壁配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 鋼管矢板遮水壁標準図 

鋼管矢板遮水壁（5、6、7 街区共通）の標準図は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 近接構造物への影響 

外周部掘削時は、鋼管矢板遮水

壁を仮設土留めとして利用するた

め、山留支保工とあわせ仮設時の

安定が確保できる構造とする。 

ゆりかもめや道路の構造物への

近接箇所は、FEM 等の影響解析を

行い各関係機関と近接協議を進め

ながら施工方法、計測管理方法を

設定し、施工に伴う近接構造物へ

の影響を回避する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 鋼管矢板継手部 

鋼管矢板の継手部分は、空隙部にモルタルを充填することにより遮水効果を高める。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-1 遮水壁配置図 

図 1-4 鋼管矢板遮水壁 継手部詳細図 

５街区７街区

６街区

:　鋼管矢板遮水壁

:　三層構造遮水壁

図 1-2 鋼管矢板遮水壁 標準図 

道路境界

道路境界

道路側市場側

天端コンクリート

天端コンクリート
道路境界高

A.P.＋6.50 A.P.＋6.50

450

1200

不透水層上面 不透水層上面

鋼管矢板φ800 鋼管矢板φ800

5
00

以
上

根
入

れ
長

50
0
以

上
根

入
れ

長

道路側市場側

一般部 構造物近接部 

継手部遮水処理 

拡大図 

図 1-3 近接構造物への影響検討 

継手洗浄・モルタル充填（透水係数1×10 cm/s以下)-7

φ
80

0
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豊洲新市場土壌汚染対策工事・施工概要 

2. 遮水壁設置（三層構造） 

1、三層構造遮水壁の概要 

(1) 遮水材の種類及び透水係数 

ソイルセメント壁＋遮水材から成る三層の複合構造として、遮水壁厚 50cm 以上、透水係数 1×10-8cm/sec

以下の遮水性を満たすものとする。 

 

(2) 工法概要  

1）ラテナビウォール工法 

遮水シートはＦＰＡ（Flexible Polymer Alloy）シートを標準としている。ＦＰＡシートは廃棄物最終処分場の表

面遮水材として広く用いられているゴム製の遮水シートである。 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 ラテナビウォール工法の概要は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）トリナー工法 

トリナー工法は従来の地中連続壁式鉛直遮水工法と鉛直シート式遮水工法を組み合わせ、それぞれの特徴 

を併せ持つ、信頼性の高い三層構造遮水壁である。 

なお本工事では、遮水シートは鉄を材料としたシートウォールを使用する。シートウォールは 1.0m ごとに継手

を有した構造となっている。継手には、モルタル、ベントナイトを主成分とした不透水性充填材を注入して止水性

を確保する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工方法は以下のとおりである。 

ソイルセメント造成：掘削及び造成深度に適合した機械を選定し、ソイルセメント層の造成を行う。 

遮水壁挿入：ソイルセメント層に遮水材を挿入する。 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 トリナー工法の構造 

ソイルセメント壁造成 １

シートウォールセット２

所定深度打込み３

継手部洗浄・充填４

５

６

７

完成

８

１

２

３

 

５ 完成

ソイルセメント壁造成用パワーブレンダー（壁幅 60cm） 
を用いてソイルセメント壁を造成します。 １ 

ソイルセメントの流動性があるうちに、ロール状にした 
遮水シートを装填した遮水シート展開装置をソイルセメ 
ント部に挿入し、横引きで巻きほぐしながら遮水シート 
を展開、設置します。 

２ 

遮水シート展開後、終点側遮水シート端部を脱着し、ソ 
イルセメント壁中に固定。次期遮水シートロールを装填 
し、継手を介して前述の設置済み遮水シート終点側端部 
と嵌合させながら、再度ソイルセメント壁中に挿入します。 

３ 

１～３を繰り返し、ソイルセメント壁＋遮水シートの高 
品質遮水壁を構築します。 ４ 

ソイルセメント壁造成状況 
攪拌部状況 

シート展開状況 シート展開完了 

１

２

３

４

５
ソイルセメント壁造成状況 

シートウォールセット状況 

図 2-1 ロール状シート継手部詳細図 

かんごう 

継手処理 

ラテナビウォール工法概念図 

シートウォール断面形状 

遮水壁平面図 

継手

1.0m
シートウォール t=2.7mm

ソイルセメント
t=550mm

継手

概念図 

ソイルセメント

鉛直シート
表土

帯水層

不透水層
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豊洲新市場土壌汚染対策工事・施工概要 

3. 汚染土壌対策 

1、仮設土壌処理プラントの概要 

(1) 仮設土壌処理プラントの配置と汚染土壌の処理フロー 

各街区で掘削した汚染土壌を、図 3-1 に示す６街区の仮設土壌処理プラントへ搬入する。その後、汚染の状態

に応じて、図 3-3 に示すフローに従って各処理プラントへ搬入、処理する。なお、地下水処理プラントは各街区に

設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-3 汚染土壌の処理フロー 

図 3-1 仮設土壌処理プラントの位置図 

仮設土壌処理プラント

地下水処理プラント 

表 3-1 処理対象土壌とその処理方法 

処理対象土壌 処理方法

ベンゼンのみによる汚染土壌 掘削微生物処理

シアン化合物のみによる汚染土壌

重金属等のみによる汚染土壌

ベンゼン、シアン化合物、重金属等の複合的な汚染土壌

油膜が見られる土壌

重金属等を含まない油膜が見られる汚染土壌

重金属等を含む油膜が見られる汚染土壌 中温加熱処理+洗浄処理

洗浄処理
（掘削微生物処理

+洗浄処理）

中温加熱処理

図 3-2 仮設土壌処理プラントの配置図 
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豊洲新市場土壌汚染対策工事・施工概要 

3. 汚染土壌対策 

1、仮設土壌処理プラントの概要 

(2) 各処理の概要 

1）掘削微生物処理 

    ・処理対象土壌に、栄養塩や昇温材等を加えて畝状に積み上げて畝内に通気 

することで土壌中の微生物を活性化させてベンゼンを分解・除去する。 

   

 

 

 

 

 

2）洗浄処理 

・サイクロン等を用いて土壌を汚染の濃縮している細粒分と粗粒分に分級し、細粒分を洗浄残渣として除外す

ることにより粗粒分を浄化する。 

・サイクロン分級で分けられた粗粒分は浮上分離等の浄化プロセスで更に汚染物を除去し浄化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）中温加熱処理 

    ・処理対象土壌を、ロータリーキルンにて 400℃～600℃で加熱し汚染物質を脱着させ浄化する。 

・脱着した汚染物質を排ガスとともに、二次燃焼室で約 800℃以上で燃焼する。これにより、排ガス中の汚染物

質と有機物を完全に分解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、セメント原材料としてリサイクルすることの概要 

洗浄残渣の搬出先には「土壌汚染対策法」に基づく汚染土壌処理施設かつ「廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律」に基づく産業廃棄物処理施設である施設を選定する。 

洗浄残渣の汚染物質の状況を検査し、セメント工場などの外部処分先へ搬出する。セメント工場では、セメント

原料化として再利用を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

土壌の流れ

排ガスの流れ

ｸｰﾘﾝｸﾞﾄﾞﾗﾑ

（調湿ドラム）

ｸｰﾘﾝｸﾞ用

ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀ

クーリングファン

水タンク

浄化土

メイン排風機

消石灰ｻｲﾛ

煙突

ｷﾙﾝﾌｰﾄﾞ

熱交換器

ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀ

ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀ

オフガス

排風機

高温熱風

冷却塔へ

ｷﾙﾝからのOffｶﾞｽ

二次燃焼室

ﾛｰﾀﾘｷﾙﾝ

ﾛｰﾀﾘｷﾙﾝ

加熱ﾊﾞｰﾅ

材料ホッパ

第一

滞留室
ｷﾙﾝ

排気室

第二

滞留室

補助乾燥

ﾊﾞｰﾅ

予熱空気の流れ

冷却水の流れ

汚染土仮置きヤード

汚染土投入

ﾊﾞｰﾅ

ﾌｧﾝ

予熱空気

ダクト

冷却塔
ｷﾙﾝ

仮設テント

 処理対象土壌 

投入ホッパー 

ふるい分級・水洗浄 

サイクロン分級 

スクラビング 

フローテーション（浮上分離） 

40mm 以上 2mm～40mm 2mm 以下 

ログウォッシャー洗浄 

浄化土 

75μm～2mm 75μm 以下 

凝集沈殿・水処理 

洗浄残渣 

脱水処理 

脱水処理 

現地埋戻し 
汚染土壌処理施設 

かつ 
産業廃棄物処理施設 

細粒分粗粒分 

掘削微生物処理状況 

図 3-4 洗浄処理フロー 

図 3-5 中温加熱処理フロー 
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豊洲新市場土壌汚染対策工事・施工概要 

4. 汚染地下水対策 

1、地下水揚水工法の概要 

汚染地下水対策は、以下を基本とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 汚染地下水対策の概要 

施工区分： 

①地下水汚染のみ 

②地下水汚染＋土壌汚染 

図 4-2 汚染地下水対策計画図 

●層厚２m以上：DW工法
●層厚２ｍ以下：釜場工法

●１～４区画：DW工法
●５区画連続以上：ガス吸引
　併用揚水工法

●１～２区画：DW工法
●３区画連続以上：ガス吸引
　併用揚水工法

根切り（掘削）面よりやや深い位置に釜場（排水ピット）を設置

して、掘削部内に浸出する地下水や掘削部内への雨水をポ

ンプ排水しながら掘削を行う方法 

●層厚２m以上：DW工法
●層厚２ｍ以下：釜場工法

H H
掘削部の内側（場合によっては外側）にディープウェルと呼ば

れる深井戸を設置し、ウェルに流入する地下水をポンプにより

排水する工法 

地下水の汲み上げと土壌ガス吸引を行うことにより、地下水と

土壌の浄化ができる工法 

釜場工法 

ＤＷ（ディープウェル）工法 

ガス吸引併用揚水工法 
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豊洲新市場土壌汚染対策工事・施工概要 

4. 汚染地下水対策 

2、その他地下水揚水工法 

汚染地下水の揚水には、釜場工法、ディープウェル工法、ガス吸引併用揚水工法の基本的な工法に加えて、

施工条件や土質条件によりウェルポイント工法、真空ドレーン工法などを適用していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3、地下水処理プラントでの浄化処理フロー 

地下水処理プラントでの基本的な浄化処理フローは以下のとおりである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウェルポイント設置状況写真 

真空ドレーン設置状況図 

ウェルポイント工法 

真空ドレーン工法 

ウェルポイント設備図 

真空ドレーン材 

注水管
集水管

注水管

注水タンク

集水管

ヘッダーパイプ

遮水壁

遮水壁

シート（真空シール層）

ヘッダーパイプ

真空ポンプ

真空ポンプ

揚水ドレーン

注水ドレーン

平面図 

断面図 

原水 地下水揚水・送水

原水槽

大気放出

　（汚泥スラリー）
（濾過水を原水槽へ循環）

放流水 汚泥

下水放流 外部搬出処理

油水分離槽

反応槽

気水分離槽 曝気槽

ｐＨ調整槽

凝集沈殿槽 フィルタープレス

活性炭吸着塔 反応槽

アルカリ塩素法

ばっ気法

紺青法

凝集沈殿法

酸化剤添加

還元剤添加

凝集剤添加

（シアン化合物） 

（ベンゼン） 

（シアン化合物） 

（重金属等） 
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豊洲新市場土壌汚染対策工事・施工概要 

5. 液状化対策 

1、液状化対策の概要 

サンドコンパクションパイル工法（動的締固め）

改良層が 4.0ｍ～7.0ｍと厚いため、サンドコンパクションパイル
工法（動的締固め）を採用。 

静的締固め固化改良工法 

Ｙｃ層を含む液状化層全層の対策を実施するため、難透水性材
料であるコンクリート製のパイル造成が可能な静的締固め固化
改良工法を採用。 

サンドコンパクションパイル工法（静的締固め） 

施工時の不透水層への影響を考え静的締め固めによるサンド
コンパクションパイル工法を採用。 

格子状固化工法 

必要改良深度が 2.0～4.0m であり、地表面近

くの薄い層であるため、格子状固化工法を採

用。 

高圧噴射攪拌工法 

掘削時に先行地中梁として必要となる高圧噴

射攪拌工法による改良体が液状化対策を兼

ねる。 

全面固化工法 

切梁式土留内では格子状固化の施工は困難

であるため、全面固化工法を採用。 
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豊洲新市場土壌汚染対策工事・施工概要 

5. 液状化対策 

2、各工法の平断面 

液状化層の深度、不透水層の厚さ等により、対策工法と深度を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3、各工法のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンドコンパクションパイル工法 
（動的締固め） 

パワーブレンダー施工機械写真 

全面固化工法 施工イメージ図 
（パワーブレンダー施工機使用） 

サンドコンパクションパイル 施工状況写真 

格子状固化工法 施工イメージ図 
（パワーブレンダー施工機使用） 

静的締固め固化改良体 造成状況 

サンドコンパクションパイル施工機械 

 
動的締固め

 
静的締固め不透水層

平面図

砂杭砂杭

改良層改良層

側面図

不透水層

平面図

砂杭砂杭

改良層改良層

側面図

コンクリート杭コンクリート杭

不透水層

平面図

改良層改良層

側面図

格子状固化

再生砕石

排水管

再生砕石

格子状固化

不透水層

改良層改良層

平面図

断面図

サンドコンパクションパイル工法 
（静的締固め） 

静的締固め固化改良工法 格子状固化工法 
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6. 地下水管理用井戸設置 

 

地下水管理用の揚水井戸は、降雨の際に貯留した地下水（A.P.+1.8m～2.0m 間）を A.P.+1.8ｍ（日常維持す

る水位）に戻すために設置するものであり、その揚水期間中に再び降雨があったとしても、地下水位が

A.P.+2.0m を超えることがないよう設置する。 

５街区７街区

６街区

観測井戸 揚水井戸 

構造図 

井戸配置計画図 
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